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新
入
生
の
皆
さ
ん
、 

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

 
花
々
が
満
開
の
今
日
、
こ
こ
に
、
国
立
松
江
工
業

高
等
専
門
学
校
に
入
学
さ
れ
た
、
新
入
生
の
皆
さ
ん

と
、
保
護
者
の
皆
様
に
、
松
江
高
専
の
教
職
員
を
代

表
し
て
、心
か
ら
お
祝
い
と
歓
迎
を
申
し
上
げ
ま
す
。 
  

 

 
本
日
、
本
科
に
、
機
械
工
学
科
41
名
、 

電
気
情
報
工
学
科
42
名
、
電
子
制
御
工
学
科
40

名
、
情
報
工
学
科
40
名
、
環
境
・
建
設
工
学
科
35

名
、
の
計
198
名
、
３
年
次
編
入
留
学
生
と
し
て
、

タ
イ
王
国
か
ら
２
名
、
及
び
専
攻
科
に
39
名
の
 

合
計
239
名
が
本
校
に
入
学
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
本
科
の
皆
さ
ん
は
、
今
日
か
ら
、
大
学
生
と
同
じ

「
学
生
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
高
専
が
高
等

教
育
機
関
で
あ
り
、皆
さ
ん
が
教
養
教
育
と
実
践
的
・



創
造
的
な
専
門
教
育
に
主
体
的
に
参
画
し
、
責
任
と

自
覚
を
持
っ
て
、
今
後
、
高
専
で
活
動
し
て
い
た
だ

く
た
め
で
す
。 

 

 
松
江
高
専
の
教
育
目
標
の
合
言
葉
は
、「
学
ん
で
、

創
れ
る
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
で
す
。「
創
れ
る
」
は
、 

生
み
出
す
、
ク
リ
エ
イ
ト
す
る
、
ア
イ
デ
ア
を
形
に

す
る
、
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

 

高
専
で
は
、
教
育
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
教
職

員
と
の
協
働
に
よ
っ
て
、
学
術
・
工
学
の
進
歩
向
上

を
図
る
た
め
、
学
会
や
協
会
に
お
い
て
探
究
型
の
 

研
究
発
表
な
ど
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
２
年
前
か
ら
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
推
進
事

業
を
始
め
、
15
歳
か
ら
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
起

業
家
マ
イ
ン
ド
、
ス
キ
ル
、
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
地

域
の
課
題
に
気
づ
き
解
決
す
る
教
育
、
社
会
に
役
立

つ
技
術
を
意
識
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
め
て
い
ま

す
。 

 

松
江
高
専
の
教
育
・
研
究
、
お
よ
び
社
会
連
携
の



水
準
を
高
度
な
も
の
と
す
る
こ
と
に
努
め
、 

ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
や 

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
の
、
実
践
的
で
創
造
的
な

課
外
活
動
を
活
発
な
も
の
に
し
、 

グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
、
海
外
交
流
協
定
校
と
の

双
方
向
交
流
も
盛
ん
に
し
な
が
ら
、 

皆
さ
ん
が
卒
業
す
る
と
き
、 

「
松
江
高
専
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
、
心
か
ら
 
 

思
え
る
学
校
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

本
校
は
今
年
３
月
、
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
松
江
高
専
の
歴
史
に
、
新
た
な
も
の

を
加
え
、
本
校
の
新
し
い
伝
統
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に

創
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

本
校
に
入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
重
要
な
の
が
、
健

全
な
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の

健
全
な
学
生
生
活
に
最
も
重
要
な
の
が
「
健
康
」
で

す
。
健
康
に
生
活
す
る
た
め
の
方
法
は
、
非
常
に
単

純
で
す
。
よ
く
眠
り
、
し
っ
か
り
朝
食
を
と
り
、
毎

日
１
限
目
の
授
業
か
ら
出
る
と
い
う
規
則
正
し
い
生



活
を
送
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
卒
業
す
る
ま
で
ず
っ

と
続
け
る
こ
と
が
、
健
全
な
学
生
生
活
を
送
れ
る
基

本
で
す
。 

 

ま
た
、
学
生
時
代
に
多
く
の
友
人
を
作
り
、
同
じ

価
値
観
を
一
生
共
有
で
き
る
人
達
を
、
多
く
持
つ
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

特
に
何
か
の
悩
み
や
判
断
に
迷
っ
た
と
き
、
ま
ず

は
周
辺
を
整
理
整
頓
し
て
、
じ
っ
く
り
と
問
題
を
考

え
、
そ
の
後
、
保
護
者
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
教
職
員

に
相
談
す
る
と
よ
い
で
す
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、

同
世
代
の
友
人
へ
の
相
談
が
最
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
学
生
時
代
に
で
き
た
友
人
は
、
生
涯
大

変
貴
重
な
存
在
に
な
り
ま
す
。 

 

本
校
で
は
、
文
部
科
学
省
が
認
定
す
る｢

数
理
・
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
AI
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
応
用
基

礎
）｣

に
申
請
し
、
今
後
、
更
な
る
高
度
情
報
専
門
人

材
育
成
に
力
を
入
れ
る
所
存
で
す
。
自
ら
学
び
続
け

る
姿
勢
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。

し
っ
か
り
と
基
礎
力
を
つ
け
、
そ
れ
ら
を
応
用
し
て



社
会
の
ニ
ー
ズ
に
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
力
を
身
に

付
け
て
く
だ
さ
い
。 

 
新
入
生
の
皆
さ
ん
が
、
快
適
で
健
全
な
学
生
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
、
教
職
員
一
同
、
全
力
で
支
援
を

し
ま
す
。 

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
が

本
校
を
卒
業
す
る
と
き
、「
松
江
高
専
で
学
ん
で
よ
か

っ
た
」と
思
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
後
の
学
生
生
活
を
大
い
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

本
日
は
、ご
入
学
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

令
和
７
年
４
月
４
日 

独
立
行
政
法
人
 
国
立
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門
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